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　都は平成27年度までに特定緊急道
路沿道建築物の100％耐震化を掲げて
いますが、行政の一般的なケースなら
そこまでは言い切れないでしょう。し
かし、5,000棟すべての耐震診断を行
い、建物の耐震化をしなければ東京は
安全な街にはなりません。条例が可決
された当日に東日本大震災が起こり、
都民も震度5弱を体験しました。関心
が高いこの時期に耐震化が進まなけ
れば、次の機会は訪れないと思います。
　これからの課題は耐震改修設計・工

事の段階で、所有者の方々の幅広いニ
ーズに応えなければならないことです。
中小規模の法人や、高齢の個人所有も
多く、相続税の問題や、不動産活用の
面から改修か、建て替えか、あるいは
売却を選ぶかといった判断が必要な場
合があります。私たちも戸別訪問など
をしながら、一件一件に向き合ってい
きます。建設業界や不動産業界などの
方々にも尽力をお願いしながら、都と
しても有効なスキームをつくりたいと
考えています。

東京都都市整備局
市街地建築部耐震化推進 担当部長

小野幹雄

いま、この時期に
進めなければなりません

P
project 
manager

　
緊
急
輸
送
道
路
は
、
震
災
時
に
都
庁

や
区
市
町
村
庁
舎
・
重
要
港
湾
・
空
港

等
を
連
絡
す
る
た
め
に
指
定
さ
れ
、
避

難
・
救
急
救
援
・
緊
急
物
資
の
輸
送
等

に
利
用
さ
れ
る
重
要
な
道
路
だ
。
沿
道

に
は
約
二
〇
万
棟
の
建
物
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
八
万
棟
が
旧
耐
震
基
準
の
建

物
と
推
定
さ
れ
る
。
首
都
直
下
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
旧
耐
震
建
物

が
倒
壊
し
、
通
行
車
や
歩
行
者
に
危
害

を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
緊
急
輸
送
道
路

と
し
て
の
交
通
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
。

都
で
は
耐
震
改
修
促
進
法
に
よ
り
、
耐

震
診
断
・
改
修
を
進
め
て
い
た
が
、
所

有
者
の
努
力
義
務
で
あ
っ
た
た
め
、
耐

震
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　「
都
民
の
生
命
を
守
る
と
同
時
に
、

東
京
の
首
都
機
能
を
止
め
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
止
ま
れ
ば
国
内
外
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
」。
東
京
都

都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
の
小
野
幹

雄
耐
震
化
推
進
担
当
部
長
は
語
る
。
い

つ
大
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
に
あ
り
、
都
は
沿
道
の
旧
耐
震
建

物
の
耐
震
化
を
急
ぐ
た
め
、
平
成

二
十
三
年
に
条

※

例
制
定
に
踏
み
切
っ
た
。

特
に
重
要
な
幹
線
一
、〇
〇
〇
㌔
㍍
を

特
定
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
、
沿
道
に

建
つ
五
、〇
〇
〇
棟
の
旧
耐
震
建
物
に

耐
震
診
断
を
義
務
付
け
た
。

　「
条
例
を
つ
く
っ
た
と
き
に
、
わ
れ

わ
れ
は
必
ず
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を

進
め
る
ん
だ
、
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て

臨
み
ま
し
た
」。
小
野
担
当
部
長
が
熱

く
話
す
。

首
都
機
能
を
守
る

緊
急
輸
送
網

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化

沿道建築物
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緊急輸送道路沿道建築物の耐震化
平成23年4月に「東京における緊急輸送道路沿道建築
物の耐震化を推進する条例」が施行され、沿道建物の
耐震診断の義務化がスタートした。緊急輸送道路であ
る外苑西通りに面するチュリス西麻布では平成24年1
月、免震工法による耐震改修工事を完了。旧耐震基準
で設計され、築34年を経た建物の免震化が東京都の
安全に貢献する先進的な事例として注目されている。

※「東京における緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を推進する条例」

緊急輸送道路は震災時の避難や救急救命、消火活動、また物
資の輸送などに重要な役割を果たし、復旧や復興に必要な大
動脈として位置付けられている。阪神・淡路大震災では、建
物の倒壊により道路が塞がれ、復旧の妨げとなった。

 （提供：財団法人消防科
学総合センター）
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条例の施行
特定緊急輸送道路の指定（６月２８日）

平成23年
4月1日

 耐震診断の実施
「耐震診断結果報告書」の提出

平成24年
4月1日

 耐震改修等の実施
「耐震改修等結果報告書」の提出

「耐震化状況報告書」の提出平成23年
10月1日

耐震診断を実施
していない場合

耐震性能が
不十分な場合

所
有
者
等
の
義
務

努力
義務
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条
例
の
対
象
と
な
る
旧
耐
震
建
物
の

約
三
割
が
築
四
〇
年
を
超
え
て
い
る
。

所
有
者
に
は
個
人
の
高
齢
者
も
多
く
、

義
務
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
独
力
で
は

診
断
は
も
と
よ
り
改
修
や
建
て
替
え
は

困
難
だ
。
都
で
は
耐
震
化
の
意
義
や
助

成
制
度
を
周
知
す
る
た
め
に
、
説
明
会

や
戸
別
訪
問
な
ど
を
行
い
、
職
員
が
所

有
者
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
働
き
か
け

て
き
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
診
断
の

申
請
数
は
昨
年
度
の
九
九
件
か
ら
、
今

年
度
は
十
月
末
ま
で
に
一
、三
四
〇
件

に
急
増
し
た
。

　
本
格
的
に
改
修
設
計
・
工
事
に
移
行

す
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。「
所
有
者
の

方
々
に
工
事
ま
で
進
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
か
ら
、
P
R
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」
と
小
野
担
当
部
長
。

そ
の
好
事
例
と
し
て
、
チ
ュ
リ
ス
西
麻

布
の
耐
震
改
修
は
、
都
が
主
催
す
る
耐

震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
八
年
に
管
理
組
合
で
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
強
度
不
足
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
、
当
初
は
建
て
替
え
も
検
討
し

た
が
コ
ス
ト
面
で
折
り
合
わ
ず
、
大
規

模
修
繕
工
事
と
同
時
に
耐
震
改
修
す
る

こ
と
を
選
択
。
そ
れ
を
牽
引
し
て
き
た

の
は
藤
田
良
子
理
事
長
（
当
時
理
事
）

だ
。「
コ
ス
ト
も
手
間
も
か
か
り
ま
す

が
、
長
い
間
安
心
し
て
住
む
た
め
に
は

耐
震
改
修
を
抜
き
に
し
て
は
い
け
な
い

と
皆
さ
ん
が
納
得
さ
れ
ま
し
た
」。

　
複
数
の
耐
震
化
工
法
を
検
討
し
た
結

果
、
管
理
組
合
は
長
い
目
で
見
て
免
震

が
費
用
対
効
果
に
優
れ
る
と
判
断
す
る
。

組
合
が
免
震
化
の
設
計
・
施
工
に
選
ん

だ
の
は
竣
工
当
時
の
元
請
・
三
井
住
友

建
設
。
組
合
の
要
望
に
応
え
る
設
計
提

案
力
が
決
め
手
だ
っ
た
。

　「
当
社
は
中
間
階
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ

ッ
ト
（
ハ
イ
レ
ト
ロ
構
法
）
の
実
績
が

多
く
、
一
階
が
ピ
ロ
テ
ィ
で
住
戸
は
二

階
以
上
と
い
う
条
件
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
の
技
術
的
な
蓄
積
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
設
計
本
部

構
造
設
計
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
徳
武
茂
隆
氏
。
一
階
を
免

震
階
と
し
、
ピ
ロ
テ
ィ
の
柱
を
切
断
し

て
免
震
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

隣
り
の
建
物
と
の
間
隔
が
狭
く
免
震
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
が
十
分
に
と
れ
な
い
点
は
、

制
震
建
物
に
も
使
用
さ
れ
る
減
衰
装
置

を
入
れ
て
揺
れ
幅
を
抑
え
る
こ
と
で
対

応
し
た
。
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
エ
レ
ベ

ー
タ
シ
ャ
フ
ト
の
扱
い
だ
っ
た
。
こ
れ

は
シ
ャ
フ
ト
下
部
だ
け
を
基
礎
ま
で
掘

り
下
げ
、
基
礎
部
分
に
免
震
装
置
を
入

れ
る
こ
と
で
一
階
か
ら
の
乗
降
を
可
能

と
し
た
。
一
階
乗
り
込
み
口
周
囲
の
設

計
に
も
同
社
が
実
証
し
て
き
た
技
術
が

使
わ
れ
て
い
る
。

　
設
計
力
を
駆
使
し
た
の
は
免
震
機
能

だ
け
で
は
な
い
。「
防
災
対
策
と
し
て

一
階
に
備
蓄
庫
を
つ
く
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
場
所
は
、
時
代
に
沿

っ
た
考
え
方
で
管
理
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
藤
田
理
事
長
は
言

う
。
限
ら
れ
た
敷
地
の
な
か
で
、
免
震

化
と
さ
ら
な
る
防
災
対
策
を
実
現
し
て

い
る
。

沿
道
建
物
す
べ
て
を

耐
震
化
す
る
た
め
に

隣
棟
間
隔
の
狭
い

既
存
建
物
を
免
震
化
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免震装置が設置された柱と、揺れ幅を抑える減衰装置（写真右）。筒状の内部機構で横揺れを回転運動に変換し、エネルギーを吸収する。免震改修部
分の総事業費は約3億円。それに対して港区の耐震改修助成金7,000万円、国の耐震支援事業から1,350万円を利用した。

駐車場（14台）

外苑西通り

管理人室管理人室
エントランス
ホール

エントランス
ホール 集会室集会室

備蓄庫備蓄庫

管理人室管理人室
エントランス
ホール

エントランス
ホール 集会室集会室

備蓄庫備蓄庫

免震装置 減衰装置 リニューアルされた共用部
免
震
装
置
に
必
要
な
耐
火
被
覆
を
施
す
と
柱
の
中
間
部
が

太
く
な
る
。
そ
の
影
響
で
、
駐
車
台
数
が
従
来
よ
り
減
る

た
め
、
一
階
プ
ラ
ン
を
詳
細
に
検
討
し
、
駐
車
台
数
の
減

少
が
な
い
よ
う
に
し
た
。

　常日頃、一般の方々に私たちの技術
をできるだけわかりやすくお伝えした
いと思っています。ただ、言葉だけで
は難しいこともあります。チュリス西
麻布の場合も在来の耐震構造と免震、
制震の模型を用意し、揺らして違いを
見ていただきました。竣工後、震度3、
4くらいの地震があったときに、ほと
んど揺れを感じなかったと藤田理事長
が知らせてくださいました。改修され
た建物の構造について理解し、安心し
て生活していただいていることがわか

り、嬉しくなりました。
　建物が強度不足の場合、オーナーの
方々は落胆されがちですが、私たちに
どんどんご相談頂きたいと思います。
耐震改修の方法は一つではありません。
建物ごとに違う条件に合わせて、さま
ざまな提案をいたします。私たちは、
実績を重ねてきたなかで設計も施工も
多くの技術を蓄積しています。ご要望
を頂ければ、知恵を出し、応えること
ができますし、それが私たち技術者の
やりがいにもなっています。

三井住友建設株式会社
設計本部構造設計ディビジョン
グループリーダー

徳武茂隆

技術者の知恵を結集し、
要望に応えたい

免震効果の理解を深める機会を設け、綿密な
議事録で意思の疎通を図るなど工夫を凝らす
ことで、45戸の組合員の合意形成が行われた。

診断費用は平成25年度まで全額が、耐震改修につ
いても、平成27年度まで工事費の最高6分の5 〜最
低3分の1が助成され、建て替えにも適用される。


